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　我が国において，地域政策が本格的に展開さ

れるようになったのは，戦後の経済復興とその

後の高度経済成長に伴い，地域間格差の問題が

クローズアップされた 1960 年代からと言われ

ている。それ以降，国としては，「地域間格差

の是正による国土の均衡ある発展」を基本的な

目標とした全国総合開発計画を策定するととも

に，各種の施策を講じることにより，地方圏へ

の人口と産業の配置を進め，一定の成果を上げ

てきた。また，各地域においても，地域づくり

のための活動が活発化し，地域政策に大きな関

心が寄せられるようになってきた。しかし，経

済のグローバル化・成熟化，少子・高齢化，財

政面の制約，情報化の進展，新型コロナの感染

拡大による新しい生活への変化など，これから

の地域のあり方に大きな影響を与えることが予

想される。このようななか，2014年「まち・ひと・

しごと創生法」が制定され，少子高齢化の進展

に的確に対応し，それぞれの地域で住みよい環

境を確保して，将来にわたって活力ある日本社

会を維持していくために，まち・ひと・しごと

創生に関する施策を総合的かつ計画的に実施す

ることが求められ，各地域で多様な主体が地域

活性化に向けて取り組みを進めている。

　本書は，主に追手門学院大学地域創造学部に

所属する研究視座が近い教員（5名）による実

証研究に基づいた成果をまとめた著作である。

内容は，少子高齢化・人口減少，経済の低成長，

社会保障費の増大，財政問題等多くの課題に直

面している中，新型コロナウイルス感染症が発

生し，日常生活が脅かされる事態となった中で

も，地方が海外と繋がりを絶やさないことが持

続可能な地域創造に結びつくと結論づけている

点が従来の地域活性化のあり方を示す内容と異

なる新たな視座を示している。また，本書の基

軸となる考え方として，地域において戦略的イ

ノベーションを生み出す組織や人々の関係性と

しての「地域イノベーションシステム」の概念

が存在している。筆者たちは，地域社会や経済，

産業構造にポジティブな変化をもたらす地域戦

略のカタチとして，既存の地域資源活用，モノ

やサービスの新しい利用方法，その加工，提供

方法を作り出すといったイノベーションの発見

に注力し，地方から日本の大都市圏（東京，名

古屋，大阪，福岡）をターゲットにした従来型

の地域戦略ではなく，出発点として地方から直

接海外をターゲットにできる可能性について丹

念な事例調査から明らかにしている。

　本書の構成は以下のとおりである。

　はじめに　 ―国際戦略によるレジリエントな

社会の構築

　第 1部　自治体国際戦略の展開

第 1章　 自治体国際戦略による地域イノ

ベーション

第 2章　 大学を活用した国際化による地域

イノベーション

第 3章　 地方からの国際産業クラスター展

開

　第 2部　 農産物の輸出におけるリスク対策と

需要への対応

第 4章　 制度の変化とリスク対策

第 5章　 産地構造の変動と輸出振興策



　第 3部　 文化芸術を起点にした地域創造と国

際戦略

第 6章　 都市化と文化芸術従事者の移動

第 7章　 越境する芸術と地域創造

　第 4部　 内発的地域振興と観光

第 8章　 地域資源の観光資源化による活用

第 9章　 観光まちづくりと国際戦略　

第10章　 コンテンツのファンである観光客

と「聖地巡礼」

　第 5部　 異文化コミュニケーションと観光人

材育成

第11章　巡礼地の国際地域ネットワーク

第12章　 人口減少・高齢化が進む観光地の

海外発信と人材育成

第13章　 外国人と共生する環境整備とブラ

ンディング

　おわりに　 ―ボーングローバルな地域戦略

　第 1部の「自治体国際戦略の展開」では，地

域産業政策研究及び経済地理学の観点から，第

1章において自治体の国際戦略を論じており，

23 頁に記されている図 1・3「自治体規模別の

国際戦略の取り組み」は意義深い。第 2章・第

3章では，教育産業としての大学，唐津市の国

際産業クラスターの創生に触れ，世界を見据え

た地域戦略の可能性を論じている。

　第 2部の「農産物の輸出におけるリスク対策

と需要への対応」では，農業市場論の観点から，

第 4章・第 5章において，日本産の果実を対象

に輸出状況，出荷への対応，産地構造の変化，

今後の輸出振興について検討し，地域の農産物

の安定的な輸出継続に向けた方向性について論

じている。

　第 3部の「文化芸術を起点にした地域創造と

国際戦略」では，文化経済学の観点から，第 6章・

第 7章において，芸術家の移動による文化的環

境変化やその影響を検討し，芸術祭等による旅

行者誘致や，文化芸術を創造し発信するための

組織体制のあり方，地方における文化振興の可

能性について論じている。

　第 4部の「内発的地域振興と観光」では，観

光学の観点から，第 8章・第 9 章・第 10 章に

おいて，大井川鐵道，観光都市高山市，アニメ

などのコンテンツを事例に内発的地域振興政策

としてのファンづくりのあり方と可能性につい

て論じている。

　第 5 部の「異文化コミュニケーションと観

光人材育成」では，異文化コミュニケーショ

ンと人材育成の観点から，第 11 章・第 12 章・

第 13 章において，巡礼地の国際比較，世界遺

産田辺市，国際リゾートニセコ町を事例に，地

域文化や人々を基盤とした魅力づくりや観光戦

略，地域観光ブランド化の方向性を論じている。

　これらを先に触れた図 1・3「自治体規模別

の国際戦略の取り組み」から整理すると次の 3

点としてまとめられる。第 1に観光分野の取り

組みとして「観光まちづくり・ロケ誘致」にあ

たるものが第 8章・第 9章・第 10 章の鉄道や

アニメ聖地巡礼，第 11 章の田辺市とスペイン

のサンティアゴ・デ・コンポステーラの共通巡

礼であり，それぞれが有するコンテンツの価値

をより一層高める取り組みの重要性が示されて

いる。

　第 2に産業分野の取り組みとしては，「地域

産品の海外販路開拓」や「中小企業の海外展開

支援」にあたる第 2章のメルボルンの国際教育

産業クラスター支援，第 3章の唐津化粧品クラ

スター支援や第 4章・第 5章の桃・梨花芽穂木

の輸出支援事例は，国際競争力のある地元産品・

サービスの創出と地域のアクターの能力開発を



促進し，自治体を中心にそれぞれの商品や企業

に「信用」を付加することで，活発化させるビ

ジネスの有り様が示されている。

　第 3に人材育成分野の取り組みとしては，第

2章の地域資源としての留学生の位置付けや，

第 6章・第 7章の地方における外国人芸術家の

存在と芸術活動，第 12 章・第 13 章の観光地の

人材育成，外国人との共生の実践を通して，そ

れらが多様性を高めるとともに，地元の魅力を

引き出す活動が地域に変革をもたらす外部力の

高い可能性を示している。

　以上のように，地方が海外とつながることに

よる地域活性化について，地域産業政策，農業

市場，文化経済，観光，異文化コミュニケーショ

ンの観点からそれぞれの最新の事例を中心に整

理し，地域活性化の多様性を直視した大変有益

な内容である。また，本書においても示唆され

ているが，国際戦略の推進は，海外の視点を地

域に呼び込んで，地域の新たな発見をもたらす

システムづくりでもあることを明確に示してい

ることも肝要である。

　特に，評者が注目する事例は，第 2章におけ

る教育産業としての大学に焦点を当て，メルボ

ルン市，別府市の比較から，外部力としての「留

学生」を地域振興の資源と捉えている点が新し

い。第 3 章の佐賀県唐津市の国際産業クラス

ターでは，地元産の原材料を化粧品に活用する

ことに立脚しつつ，当初から海外化粧品クラス

ターと連携して世界市場を意識した産業支援機

関を設立したところにヒントがあると考える。

また，第 6章・第 7章における芸術家の移動と

各地で開催される芸術祭やトリエンナーレ等へ

の評価，地域貢献，課題などについては多くの

自治体も含めた多くの地域団体がその解を模索

していることから更なる研究を期待したい。ま

た，大都市や県庁所在地のような大きな自治体

でなくても，企業や大学等との連携によるプ

ラットフォームと海外との関係性を構築してい

くことにより，経済的にも社会的にもイノベー

ションを創出することができる可能性を示唆し

ている点も特に注目される。

　さて，地域政策を語る上で価値観の変化を意

識する必要がある。2000 年代に入ると，2008

年のアメリカのリーマンショックや，2011 年

の東日本大震災など，それまでの価値観が揺さ

ぶられる大きな出来事が起こった。人々は，健

康や豊かな時間の使い方，根源的な暮らしの価

値を見つめ直し，それを求める流れが世界中で

見られるようになり，SDGs への取組などもそ

の一つだろう。日本でも新型コロナウイルスの

影響でテレワークが広がる中，都市部を離れ，

地方移住への関心が高まってきている。総務省

の人口移動報告によると，東京都では 2020 年

7 月以降，他道府県への転出が転入を上回る状

況が半年間続いていた。また，ふるさと回帰支

援センターへの移住相談件数もコロナ渦前と比

較すると増加傾向にある。そうした潮流の源泉

として，「働き方」への変化が大きいと考える。

内閣府が 2020 年 12 月に実施した意識調査によ

ると東京圏移住者が地方への移住に関心を持つ

理由は，「自然豊かな環境に魅力」（28.8%）が

最多だったが，次いで「テレワークで地方でも

働ける」（24.1%），「生活様式を地方での生活重

視に」（17.9%）となっている。

　本書の終わりにて編者が「今，都市部におい

てコロナ禍での新たな生活様式をきっかけに仕

事のやり方を見つめ直した人々が，そのスキル

を地方において生かしていく。」と語っている

ように，まさに，本書で示された多くの事例の

ベースとなる時勢と社会基盤が整ってきたので



はないだろうか。これからの地域づくりは，地

域・都市が保有する「今あるもの」と「新しい

もの」の創造的な組み合わせをいかにして生み

出すことができるかにかかっていると言って過

言ではないだろう。しかし，このような考え方

は，従来の地域政策の見直しを迫るものでもあ

り，現在，新しい地域政策のあり方が問われて

いる。

　最後に，本書における「レジリエントな社会

の構築」という政策的テーマを実現していくた

めには，地方財政，社会資本整備，地域産業振

興など幅広い問題について，新しい観点に立っ

た理論的・実証的な更なる検討・議論が必要で

あると思われる。編者が願う「上質な仕事内容

と働き方によって日本の地域創造が進展する」

ことを評者も願うばかりである。

　今後の地域活性化にかかる政策的研究が更に

進展することを期待したい。

 （大阪経済大学経済学部教授　梅村 仁）
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